
分
団
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分
団
班

長

疇

分

団

員

巴
副
分
団
長

司

団

員
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0

規
律
章

第

四

分

団

部

長

第

一

分

団

班

畏

郡
連
合
会
長

0

勤
続
章

第

一

分

団

班

長

同

団

員

第

二

．

分

団

員

第

三

分

団

班

長

第

三

分

団

班

長

‘

0

規
律
章

第
i

一

分

団

長

第

一

班

長

消
防
団
出

砂

グ

ラ

ン

ド

4

、

出

水

好

明

山
下

謝
状
分
団
員

鹿
野
川
ダ
ム
の
完
成
に
伴
う

湖
を
も
つ
て
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
体
育
課

並
び
に
県
漕
艇
連
盟
に
紺
い
て
再
三

調
査
の
結
果
、
我
が
国
に
於
て
も
最

も
優
秀
な
る
レ
ー
ス
場
と
し
て
使
用

可
能
で
あ
り
、
本
年
六
月
に
は
県
下

の

大

会

を

行

い

に

八

月

に

は

全

稲
田

の
決

艇
競
技

瀕水

分
団
員

神
崎

山
口
富
永
徳
本

武
内

大
田

員

上

田

分
団
員

帽
子

分
団
員

山
内

同第
四
同村
長
表
彰

第”
 

分

団

員

山

根 山
本
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（日

防`

瓜
生
谷

下
さ
が
や

参合n上
さ
が
や
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区

ニ
八
日

0
-
―
一
月

-
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日

出

初

行

{ぃぃ息
ー

＾ 
コん

検

に

ぉ
tヽ
て
同

二
七
日

開
く

大

谷

地

区

中

学

校

統

合

会に
お
い
て
鹿

同

）
地

お

や

ぶ

広

報

施

―

威

3

、
寅
，
て
中

談
会
を
閲
＜

日

団

員

子

茂

田

要

分

団

員

義

春

0

二

月

一
四
日

一
五
日

一
五
日

一
六
日

祭腐
会

を

開

く

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
関
す
る

を
聞
く J 11 

発行

肱川村役場
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編

肱J

た。

化

と
な
り
ま
し

の
給
付
も
す
る
こ
と
＼
な

っ
た
。
但
し
之
に
対
し
て
は

要
す
る
。

とし、か
り
行
っ
す
る
と

付
背
の

制
度
を

行
う
等
、

を
期
し
-

一

、

保

険

い

の

充

昭
和
三
十
四
年
四

又
は
診
療
所
に
収
食
及

人
口

計女男

一七三四
争撃● 0 

四七七 0
八五
六九八

”
 

中
居
谷

予
子
林

中

津

0

死
山
鳥
坂

大

谷”
 

宮久

川保田

太茂

子郎理

立初

大

””  
谷

亡
渡大中高谷

庄富勇
士

乃志子姜吉子

II 

典

II II 

も

ダ

ム

周

辺

と

端

の

神

禎

を

わ

せ

て

、

桜

、

も

み

じ

苗

約

二
千
本
を
植
付
け
許
し
た
。

最
初
植
付
け
た
桜
ぃ
国
は
も
う
花
を

見
せ
始
め
て
い
ま
す
が
、
消
は
た
の

苗
木
で
た
ヽ
か
れ
た
り
、
ふ
み
つ
け

ら
れ
た
り
し
て
泣
い
て
い
る
の
も
多

く
見
受
け
ら
れ
咤
す
。

植
付
け
た
南
は
、
雑
草
や
か
ず
ら

を
除
い
た
り
、
肥
料
も
施
し
て
栢
年

手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

愛
し
て
や
つ
て
下
さ
い
。

改

な
っ
た

0

出
山
鳥
坂

生
和山城田山村］ 三
ノ 四

辺野田尾田田気内戸川地気

福

司子子子芳

し
企
し
よ
う

八

植
国
を

人

ロ
動

0
日

ム
と
大

七六五
日日 I::l H 

敷

水

堪

通

県
建
設
委
員
一

地
地
す
べ
り
視
窄挙
行
つ
い
て
懇
談

申
告
指
導

四
日

．
 

執
行
母
子
福
祉
会

村

議

一

行

下

関

面
旅
行

P
T
A
会
長

談

会
小
団
地

要
す
る
こ
と
＼
な
っ
た
。

、

附

随

事

項

昭
i

卜
四
年
四
月
一
日
を
期
し

て
止
賢
者
証
（
黄
色
刷
）
を
交

付

ナ

、

部

落

長

経

由

お

渡

し

し

ま
4

確
実
に
引
換
を
し
て
下
さ

、。し

従保実
を病りつ除施

-
]
-
、
四
月
は
年
間
で
一
番
空

乾
燥
す
る
季
節
で
す
。
山
林
火
入
の

時
期
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
み
ん
な

で
火
の
元
に
充
分
注
意
し
て
下
さ
い

。
カ
マ
ド
や
煙
突
の
整
備
と
掃
除
を

怠
ら
ず
、
火
災
を
未
然
に
防
苔
ま
し

よ
う
。
林
野
の
タ
キ
火
、
タ
バ
コ
の
火
に

も

充

分

注

意

し

て

を

防

止

し
ま
し
よ
う
。

＿日

災

の
防

ー・9
・



っ II

三
十
三
年つ

い
で

つ
ぐ
上
に
、
蚕
繭
一

本
村
換
金
作
物
陣
は
い
ず
れ

か
ん
ば
し
か
ら
ず
、
拍
手
で

お
く
れ
る
年
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
天
復
を
除
い
て
は
予
測
さ
れ

た
傾
向
で
あ
る
が
、
生
産
、
流
通
の

協
同
化
を
柱
と
す
る
経
営
改
善
の
必

要
が
i

辛

g
．
認
識
さ
れ
始
め
た
。
と
も

あ
れ
村
の
奨
励
事
業
を
素
描
し
て
本

年

を

回

顧

し

た

い

。

＞壻

！
般
地
不
足
の
上
に
立
つ
て

経
営
面
積
の
少
い
こ
と
は
最
大

の
悲
条
件
で
あ
る
が
P

だ
か
ら

こ
そ
、
土
地
を
有
効
に
利
用
す

る
こ
と
は
急
絆
あ
る
Q

限
ら

れ

た

土

地

と

盗

多

く

を

生

痒
す
る
た
め
に

①
酸
土

っ
た
。

ヘ
ク
タ
ー
ル

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
水
稲
）
早
植
中
（
ビ
ニ
ー
ル

一
。
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

防

除

延

ヘ

ク

タ

ー

施
し
、
＇
〖

を
村
費
J

し
を
行
い

図
っ
た
。

に
あ
ら
ず

'
）
に
お
く
こ
と
は
、
吟
常
識
で
あ

る
が
、
肉
、
乳
と
も
に
価
格
ふ

る

じ

ら

れ

た

が

の
改
良

回
顧
II

”F. 3
 

つ
告
を
考
え

特
に
、
柿

条
件
に
応
じ

を
奨
励
し
た

穂

木

五

万

本

四

0
0

本
（
一
七
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

柿
五

0
(
}本
（
一
・
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
〉
増
禎
さ
れ
た
。

木
炭
の
品
価
向
上
へ

本
年
は
三
二
年
度
と
比
べ
、
五

0
0
恨
の
増
加
の
七
五
こ
九

0

〇
俵
に
対
し
、
販
売
額
は
五
9
)

0
万
円
減
と
な
り

の
有
利
性
が
、
顕

た
。
こ
の
た
め
原

製
炭
技
術
の
向
上

る
が
、
木
炭
生
産

組
合
と
協
力
し
て

五
）
阻
悪
林
改
良

を

し

た

。

る
の
に
最
も
大

切

な

事

は

、

自

己

の

を

た

行
っ
た
。

例
年
に
な
い
翡
産
で

わ
れ
て
い
た
春
ま
、

な

か

っ

た

が

、

[

腐

ら

せ

た

方

も

[

で

、

や

す

く

、

斯

し

ん
利

のの

乾

紅
つ
い
て

”
 

” 

済
係
）

利
用
へ

の
有
灼
な
利
用
は
る
が

へ

の

目

立

つ

一

方

、

酪

桟
家
自
身
の
自
覚
も
高
ま
り
、

サ
イ
ロ
ニ
四
基
カ
ジ
タ
ー
i

――基

，
飼
料
作
物
一
0

こ
一
ヘ
ク
タ
•

ル
等
飼
料
合
鹿
化
へ
の
諸
事
業

が
急
速
に
伸
び
た
。

，
．
な
お
、
牛
衡
播
一
/

-

i

蔀
を
設
漑

流
涌
面
の
改
蒋
を
図
っ
た
。
又

家
畜
品
評
会
は
前
年
よ
り
頭
数

も
梱
加
し
、
予
子
林
地
区
へ
は

畜
翌
か
ら
悦
勝
旗
が
寄
昭
さ
れ

た
。
し
か
し
岩
谷
地
区
及
鹿
ノ

川
地
区
の
参
加
増
を
望
み
た
い

゜

5
 
亜
外
へ
の
代
欲
た
か
ま
る

年
度
始
め
海
外
移
住
モ
デ
ル
村

の
指
定
を
う
け
、
県
の
指
導
を

う
け
乍
ら
、
海
外
事
情
の
紹
介

、
移
住
の
必
要
さ
等
に
つ
い
て

、
映
面
会
、
座
談
会
、
構
演
等

を
開
催
し
た
。
特
に
講
庫
会
に

は
知
市
の
来
村
を
得
｀
次
第
に

移
住
熱
も
高
ま
り
、
四
十
数
世

帯
の
希
5

者
を
も
つ
に
い

た
っ
た
。

こ
の
他
、

‘°実股 tJJ「月行図
そ施業体‘つつ
U) し祭の婦てた
｀と協人い゜
多し力会た叉
くてにそ晶‘
の‘よの評従指
中つ他会来導
央て雌を地の

のをに‘業‘区＊強
項得於肱関宵的化‘て
施たて川係年にを農‘
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,
人
}を
目
指
し
て
微
力
で
あ
る
が
事

業
を
進
め
た
。
あ
る
が
、

描
と
回

県 材 相

／オ当り (3月5H) 

長 さ
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て

る

事

で

、

余

り

最

初

か

ら

な

の

は

情

な

い

ボ

で

も

の

を

建

造

す

る

の

は

人

に

れ

斯

の

よ

う

な

場

る
と
か
で
小
さ
く
し
、
二
、
、
三
年
し
も
燃
え
に
く
く
r

て

処

理

出

来

ぬ

様

に

な

り

、

雨

茸

の

し

て

な

い

の

で

、

り

の

如
苔
は
収
穫
の
半
分
も
腐
ら
せ
て
見
方
に
温
度
を
と
ら
れ
、
壁
が
乾
い
て

て

改

逍

す

る

傾

き

が

多

い

。

茸

が

乾

き

に

く

い

の

を

知

り

な

が

ら

乾
燥
場
の
規
模
は
エ
ビ
ラ
の
枚
数
平
気
で
行
わ
れ
て
い
る
。

で
一
カ
年
の
収
穫
が
六

0
員

（

乾

燥

乾

燥

場

は

出

来

る

丈

、

前

年

の

秋

ナ
パ
）
以
下
の
人
は
六

0
枚
で
ド
ラ
材
料
を
準
備
し
、
翌
年
の
夏
建
造
す

ム
か
ん
二
本
を
用
許
し
、
三
い
貫
以
る
の
が
得
策
で
あ
る
。

下
の
人
は
一

-i0
枚
で
良
く
F

ド

ラ

ム

尚

、

設

計

図

は

組

合

に

て

準

伽

し

か
ん
一
本
を
用
豚
す
る
。
建
設
の
時
て
い
ま
す
の
で
利
用
し
て
下
さ
い
。

期
に
つ
い
て
は
従
来
椎
背
の
発
生
を

目
前
に
又
は
許
の
姿
を
発
見
し
て
室

浩

り

を

す

冷

人

が

に

多

く

あ

る

ーしニm"

川
局
七
八
一
五
番

増

田

鹿
野
川
局
七
八
万
一
番

久

岡

鹿

野

川

局

七

八

薯

宮

緊

寿

（
中
敷
水
）

厭

侶

（
下
勅
水
）
雄

農

村

し
た
。

次
の
通
り
開
設

、一


